
2016年 7月 19日 

LSI テスト技術分野の研究会を群馬に迎える 

- 第 75回 FTC研究会, 群馬県 伊香保（2016年 7月 14日-16日開催） - 

 

LSI テスト技術関係の FTC 研究会（会長 古屋清先生（中央大学理工学部））

の開催幹事担当を仰せつかり、温泉地の伊香保のホテルにて開催した。２泊３

日で大学・企業の研究者・技術者・学生の計 51名の参加があった。FTC は Fault 

Tolerant Computing の略であるが、Free Talking Club との解釈もできるとの

ことで、１件当たりの発表では２０分プレゼンテーション、２０分質疑応答と

質疑応答の時間が長い。また懇親会での情報交換も熱心である。毎年１月、７

月の年２回開催され、全県を回っており、現在２周目とのことである。 

 

このような研究会に参加すると様々な情報を得ることができる。 例えば、配

布されたこれから開催される関連国際学会の Call for Paper のキーワードを見

ても世界の技術のトレンドを知ることができる。 

 

FTC研究会は「電子情報通信学会、電気学会等の大きな学会に所属しない独立の

研究会」とのことである。いきさつは把握していないが、このような研究会の

運営の仕方があるのだなと思う。群馬地区にて国際ワークショップを開催でき

ればと漠然と考えていたが、大きな学会を引っ張ってこなくても独立したもの

を開催すればよいのかと思う。 

 

研究会の内容はもとより、立派なホテルでの会場、そこでの食事・温泉に出席

された方々が満足していたようで安心した。ホテルの方々が一生懸命働いてい

る姿を見て「お客さんが満足するというのが仕事のやりがいと感じている」と

思った。また、実際にホテル等をアレンジした群馬大学 石川氏の「現地（伊

香保）在住の知り合いから情報を得た。やはりインターネットだけでなく人か

ら直接の情報は重要」の言葉が印象に残る。 

 

FTC研究会には当研究室ではこれまで時々学生に発表させてもらい、筆者は過去

１回参加させてもらっている。今回 群馬大学から、客員教授３名、学生３名、

技術専門職員１名、専任教員１名が参加し、３件の研究発表（＋畠山先生の国

際会議報告１件）を行い、研究を進めていく上でのアドバイスをもらう。 

 

 



学生による研究会受付 

 

 



 

 



小澤祐喜，姜日晨，小林春夫，築地伸和，塩田良治，畠山一実  

    「逐次比較時間デジタイザ回路の線形性自己校正技術」  

 

 



 

 

 



柳田朋則，澁谷将平，小林春夫 

    「任意波形発生器を用いた高周波低歪信号生成アルゴリズム」 

 

 



 

 



小林春夫「様々な時間デジタイザ回路アーキテクチャの 

タイミングテスト応用への比較検討」 

 

 



 

 

（写真 群馬大学 石川信宣、文責 小林春夫） 


